
 3 月 25 日から新年度の予算を審議する 3月議会が始まりました。一

般質問は 11人が提出し、4，5，8日に行われます。 

国民健康保険税や介護保険料を値上げする条例改定案や税や保険

料などの滞納回収を厳しくする債権回収管理条例案などは、予算審査

と同一に審査されますので、9，10，11，15 に特別委員会が開催され

ます。市民生活に大きな影響があるので、ぜひ傍聴にお出かけ下さい。 

↙  について 

 ①コロナ禍における厳しい状況を打開する方策を打ち立てるた

めに、中小企業振興条例の審議会に諮問を行わなかったのか 

 ②飲食店以外の企業・事業者への支援について 

 ③労働者・勤労者への支援についてはどのよう 

な対応がとられているのか 

  

イ、中小企業振興基本条例について 

 ①策定中とされている中小企業振興基本条例の作業状況につい

て、また、新しい時代や状 

況をどのように反映してい 

るのか。さらに完成時期に 

ついて 

 沼田市文化協会(金井 

竹徳会長)と沼田市学術 

協会(角田実会長)は、2 

月 16 日、野村洋一市議 

会議長に「『沼田市中央 

公民館・除却』に伴う新 

施設の建設を求める請願 

書」を提出しました。 

 この請願は、3月議会 

に提案され、3月 16 日に 

開催される総務文教常任 

委員会で審査される予定 

です。12 月議会での「中央公民館の存続を求める請願」には井之

川博幸議員 1 人しか紹介議員にはなりませんでしたが、今回の請

願には井之川博幸議員外 3人が紹介議員となっています。 
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◎生涯学習教育及び社会教育の推進について 
 ア、各地区公民館のコミュニティセンターへの移行 

について 

 ①公民館を廃止することについて沼田市教育行政方 

針の基本方針である生涯教育の振興と社会教育の 

推進に対する影響について 

 ②今回の移行に向けて、公立社会教育施設を地方公 

共団体の長が所管するという特例を認めている平成30年12月の中

央審議会の答申の内容は、なぜ生かされなかったのか。 

 ③教育委員会としては、法に定められている「社会教育を推進してい

く地方公共団体の任務」を果たすため、移行後も大いに活用してい

く必要があるのではないか。また、移行後についても教育委員会と

して生涯学習教育や社会教育の推進のために運営にかかわってい

く検討は行っているのか 

  

 イ、中央公民館の除却に伴う代替施設の状況について 

 ①利用団体の代替施設への要望にはどの程度対応できているのか 

 ②代替施設の設備や料金設定に納得している利用団体数について 

 ③残されている要望等への今後の対応について 

 

◎中小の企業・事業者の振興について 
ア、コロナ禍で厳しい経営状況にある市内企業・事業者への支援↗ 

3 月いっぱいで廃止される中央公民館 

井之川博幸市議 


